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　「小さい頃から、山菜やキノコを採ったり、沢
で遊んだりしていた。お世話になった古里の自然
に恩返しがしたいと考え、自然に携われる仕事を
選んだ」と話す遠藤さん。
　高校卒業後、米川生産森林組合に就職。組合が
所有する928㌶（東京ドーム約198個分）の広大
な森林を計画的に伐採・植林しているほか、シイ
タケやマイタケなどの特用林産物の生産にも携わ
り、町の特産品に押し上げた。キノコ狩りや植林
体験など、一般の人が森林と触れ合えるイベント
も開催している。
　これらの活動が評価され、９月に秋田県で開催
された東北・北海道地区緑化推進協議会で緑化功
労者として表彰された。

　「近年、子どもたちの遊び場は屋外から屋内に
変化し、自然への関心が薄れてきている。森は酸
素をつくったり、水を貯留したり、生活と密接に
関わっていることを学んでほしい」と、環境教育
の重要性を説いて小学校に掛け合った。今では年
10日間程度、自身が講師となり授業をし、子ど
もたちに自然の大切さを教えている。
　「森づくりは人づくり。木は、植林してから伐
採まで約 80年かかる。森づくりは、一代で完結
する仕事ではないので、次世代の担い手をつくる
ことが大切。人が育てば、森も育つ。私たちの生
活に欠かせない森のファンを増やしたい」と笑顔
で話す。
　遠藤さんの森づくりは、これからも続く。
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